
ヒメボタル 
 
成虫は全体的に黒色で、胸部は淡赤色で前方が黒色です。メス

はオスより小さく羽が退化しているため飛べません。 
ゲンジボタルやヘイケボタルと比べると、あまり知られていま

せん。富士市のヒメボタルは、日没から数時間たって光りだし、

23 時頃に明滅する個体の数がピークを迎えます。光り方は黄色

みを帯びた光で「パッパッパッ」とストロボのように光ります。 
水辺に生息するゲンジボタルやヘイケボタルに対し、ヒメボタ

ルは竹林や雑木林、草地など陸上に生息しています。 
ホタルの仲間は陸上で生息するものに比べ、水の中で生息する

種類の方が少ないです。またホタルが光る理由はオスとメスがコ

ミュニケーションをとるためだとする説がありますが、ホタルの

仲間は光らないものが多く、光らないホタルはフェロモンを使っ

てオスとメスがコミュニケーションをとっています。 
富士市では 6 月上旬から 7 月下旬まで成虫を見られます。2 ヵ月近く見られるのは、富士山や愛鷹山など標高が高くなるにつれ 

て、成虫の発生時期が遅くなるからです。 
幼虫は、主に陸貝（カタツムリの仲間）を食べ、成虫になるまで 2 年かかります。 
 

富士市での現状 
道路整備、開発などによる生息地の減少や悪化により、昔より減少していると考えられます。メスは飛ぶことが出来ないため、生

息地が無くなると、再びその場所に進入するまでに長い年月がかかります。 
富士市では、標高 300m～1500m の雑木林やスギ・ヒノキ林などで確認出来ました。 
 

 ヒメボタルを確認したメッシュ 


